
 8-1 

第 8 章 排 水 工 

 

主な関係図書 

図 書 名 発行年月 発  行 

道路土工構造物技術基準・同解説 

道路土工要綱（平成 21 年度版） 

道路土工 カルバート工指針（平成２１年度

版） 

道路土工 盛土工指針（平成 22 年度版） 

道路土工 切土工・斜面安定工指針（平成

21 年度版） 

国土交通省制定 土木構造物標準設計 

 第１巻(側こう類・暗きょ類)  

国土交通省制定 土木構造物標準設計 

 第１巻(側こう類・暗きょ類)解説書 

下水道施設計画・設計指針と解説（前編・後

編） 

茨城県中小河川の計画手引書（案） 

水理公式集 

H29.3 

H21.6 

H22.3 

 

H22.4 

H21.6 

 

Ｈ12.9 

 

Ｈ12.9 

 

R1.9 

 

（公社）日本道路協会 

（社）日本道路協会 

〃 

 

〃 

〃 

 

（社）全日本建設技術協会 

 

〃 

 

（社）日本下水道協会 

 

茨城県土木部河川課 

（社）土木学会 

8－1 概  説 

排水は、道路を建設・維持管理するうえで重要要素のひとつであり、道路の計画・設計・施工・

維持管理の各段階において、現地の自然条件、地形条件を十分に把握し、適切に対応しなければな

らない。 
ここでは、道路土工要綱や茨城県中小河川の計画手引書（案）をもとに、道路排水施設の考え方

を記載した。詳細については、上記関係図書を参考に十分な検討を行うこと。 

8－2 排水の目的 

道路排水の目的は、降雨等により路面または隣接地から道路の各部に流入する地表水や地下水等

による路体の弱化や法面等の崩落を防いだり、路面の水たまりによる交通の停滞やスリップ事故等

を防止し、円滑な走行性を確保することである。 
 

8－3 排水施設の計画 

排水施設を計画するに当たっては、気象・地形・流末等の調査を十分に実施し、排水が合理的・

機能的に行えるとともに、施工性及び将来の維持管理面についても考慮しなければならない。 
 

（１）排水の勾配 
① 排水構造物の勾配はなるべく 0.3％以上にすることが望ましいが素掘りでなく十分な平滑

面を持っている（二次製品、現場打等）場合は、0.2％程度までゆるくしてよい。 

② 0.2％未満あるいは逆勾配の場合は可変断面を用いて勾配を確保すること。（有効深さ

1.0m を超えた二次製品があるため、これを使用することも検討する） 

③ 可変断面の有効深さが深くなりすぎる場合、または、可変断面を使用する区間が長くなり
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維持管理面あるいは経済性から考えて不利となる場合は、ヒューム管等による暗渠構造とし、

下水計画の考え方を参考に検討する。 

暗渠の設計にあたっては、次のことを考慮する。 

a. 暗渠の勾配は 0.5％以上を標準とする。 

b. 全区間にわたって、0.5％以上取れない場合は、上流側を 0.8％、中流部 0.5％、下流側

0.2％とする。 

c. マンホールは、排水管の清掃及び点検のため、排水管の方向または管径の変化する箇所及び

排水管の合流箇所に設けるものとする。設置間隔は、管径により以下を参考とする。 

表 8－3－1 管径と最大間隔 

 

 

 

出典：道路土工要綱 P160 

（２）排水施設の断面 

① 排水施設の断面を決める場合には、その排水施設で処理しなければならない流量（雨水流

出量）を知る必要がある。この算定には一般的に合理式（ラショナル式）を用いて計算する

のが望ましい。その算定手順の例として図 8－3－1 にフローチャートを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8－3－1 流量算定フローチャート 

出典：道路土工要綱 P127 
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a. 集水面積 

集水面積は、地形条件や周辺排水施設の整備状況をもとに決定する必要がある。集水面積

も表面排水施設の目的によって、 

①道路敷地内のみの場合 

②道路敷地内及び隣接するのり面または平地双方の場合 

③隣接する沢等の比較的大規模な隣接地の場合 

に分けられ、路側の側溝等は、①、②に該当し、カルバートのような横断排水施設は③に

該当する。 

 

b. 流出係数 

流出係数は表 8－3－2、表 8－3－3 及び表 8－3－4 による。 

 

  表 8－3－2 地表面の工種別基礎流出係数（路面排水施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：道路土工要綱 P134 

 

表 8－3－3 用途地域別平均流出係数（路面排水施設） 

 

 

 

 

 

 

出典：道路土工要綱 P134 
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表 8－3－4 流出係数（ボックスカルバート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：道路土工要綱 P134 

 

c. 流達時間 

流達時間は、集水区域の最遠点から排水施設に達するまでの時間（流入時間）と管渠など

を流れて計画地点に達するまでの時間（流下時間）に分けられる。 

流入時間は、地表の状況、勾配、集水区域の大きさ、形状そのほか多くの要素に左右され

るが、一般に過去の経験から斜面長に応じて、山地で 15～30 分、切土面で 3～5 分、都市

域で 5 分等の値をとって十分とされている。 

なお、流入時間の算出方式については｢道路土工要綱｣の資料－５を参照すること。 

また、流下時間は雨水流出量を求めようとする地点で、それからの上流の側溝、管渠など

の最長延長をそれらの平均流速（後述するマニング式で算出）で割ったもので近似される。 

 

d. 降雨確率年 

排水施設の計画基準の目安として、道路区分による選定基準を表 8－3－5 に、排水施設別

の採用降雨確率年の標準を表 8－3－6 に示す。 

 

             表 8－3－5 道路区分による選定基準 

 

 

 

 

 

 

 

注）う回路のない道路については、その道路の重要性等を考慮して、区分を 1 ランク上げ

てもよい。 

出典：道路土工要綱 P111 

 

表 8－3－6 排水施設別採用降雨確率年の標準 

 

 

 

 

 

 

出典：道路土工要綱 P112 
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館　　野 水　　戸

凡　例

館　野

水　戸

大洗町

日立市

大子町

北茨城市

高萩市

常陸太田市
常陸大宮市

城里町
那珂市

東海村

ひたちなか市
水戸市

笠間市

茨城町

小美玉市

鉾田市

行方市

鹿嶋市

潮来市

神栖市

桜川市

筑西市

結城市

古河市
八千代町

下妻市

境町
五霞町

常総市

つくば市

守谷市

つくばみらい市

取手市 龍ヶ崎市

利根町
河内町

稲敷市
牛久市

阿見町 美浦村

土浦市

石岡市

かすみがうら市

坂東市

 

注 イ）路面や小規模なのり面など、一般の道路排水施設に適用する。 

        ロ）長大な自然斜面から流出する水を排除する道路横断排水工、平坦な都市部で内

水排除が重要な場所の道路横断排水工など、重要な排水工に適用する。 

        ハ）道路管理上、構造上重要性の高い沢部の盛土等の道路横断排水工については 30

年程度とするのがよい。 

 

e. 降雨強度式及び適用範囲 

降雨強度式及び適用範囲は以下による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8－3－2 降雨強度式適用範囲  
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これにより流出量が決まれば、次に排水施設の断面をいくつか仮定して次の式により排出量を

算出し、最も現場に適した断面を採用する。 

 

Q=Ａ×Ｖ  

ここに、 Ｑ：排出量（m3/sec） 

Ａ：通水断面積（㎡） 

Ｖ：平均流速（m/sec） 

 

上式における平均流速 V は、次のマニング式で求める。 

 
          1 

Ｖ=      ×R2/3×i1/2  
     ｎ 

ここに、 V：平均流速（m/sec） 

ｎ：粗度係数（sec/m1/3） 

Ｒ：径深（m） （Ｒ＝Ａ／Ｐ； Ａ：通水断面積、Ｐ：潤辺長） 

ｉ：水面勾配（あるいは流路勾配） 

 

② 断面を決定するにあたっては次のことも注意するものとする。 

ａ. 一般に土砂などの堆積による通水断面の縮小を考慮して設計上は、計算で得られた断面

積に対して 20％程度の余裕をみておくとよい。 

ｂ. 豪雨の際、大量の土砂等が流入する場合は、さらに十分な通水断面を考慮することが望

ましい。 

ｃ. 横断管渠（本線を横断）については、その計算上の流量に見合った断面を基本とするが、

現場条件や維持管理等を考慮し決定すること。 

 

 



 8-11 

8－4 排水施設の設計 

排水施設は、土工要綱、土木構造物標準設計を参考に設計を行うものとする。 

ここでは、横断工に設けられるパイプカルバートの基礎工の考え方について記載する。 

 

パイプカルバートの基礎形式の選定にあたっては、図 8－4－1 及び図 8－4－2 より埋設形式を

決め、次に図 8－4－3～図 8－4－8 により基礎形式を決定する。 

剛性パイプカルバートの埋設形式は、突出型と溝型との２種類があり、それぞれ次に示す型式を

いう。 

 

(a) 突出型 

突出型とは、図 8－4－1（a）に示すように、管を直接地盤またはよく締め固められた地盤

上に設置し、その上に盛土をする形式をいう。なお、溝を掘って管を埋設しても、図 8－4－2

（a）に示すように溝幅が管の外径の２倍以上ある場合や、図 8－4－2（ｂ）に示すように原

地盤からの土かぶり ha が溝幅の１／２以下の場合は、突出型とみなす。 

 

(b) 溝 型 

溝型とは、図 8－4－1（b）に示すように、原地盤またはよく締め固めた盛土に溝を掘削し

て埋設する形式であり、プレローディングを行い長期間放置した盛土を掘削して管を設置する

場合も溝型とする。 

 

 

(a)突出型               (b)溝 型 

 

図 8－4－1 埋設形式 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

     (a)溝が広い場合(Bd≧2Bc)             (b)ha が Bd/2 

          または h が Bd/2 以下の場合            以下の場合 

 

図 8－4－2 突 出 型 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P176 
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図 8－4－3 

 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P195 
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図 8－4－4 

 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P196 
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図 8－4－5 

 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P197 
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図 8－4－6 

 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P198 
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図 8－4－7 

 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P199 
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図 8－4－8 

 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P200 
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図 8－4－9 

 

出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P201 
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図 8－4－10 

 
出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P202 
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図 8－4－11 

 
出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P203 
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図 8－4－12 

 
出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P204 
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図 8－4－13 

 
出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P205 
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図 8－4－14 

 
出典：道路土工 カルバート工指針（平成 21 年度版） P206 


